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鎌
倉
時
代
の
承
久
の
乱（
一
二
二
一
）の

功
績
に
よ
っ
て
、
関
東
か
ら
薪
郷
へ
移
住

し
た
御
家
人
、角
田
氏
の
動
向
に
つ
い
て
、

わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
探
る
と
、

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に
、
美
作
国
御

家
人
の
角
田
弥
平
入
道
正
秀
と
い
う
人
物

に
関
す
る
書
状
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
九
月
二
十
一
日
に
鎌

倉
を
出
発
し
て
、
十
月
二
日
に
足
利
尊
氏

の
下
へ
馳
せ
参
じ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い

る
も
の
で
、
尊
氏
の
花
押
（
サ
イ
ン
）
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
角
田
弥
平
入
道

正
秀
は
、
そ
の
名
か
ら
想
像
し
て
も
、
角

田
弥
平
治
の
子
孫
に
あ

た
る
人
物
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
頃
は
、
同
年
五

月
に
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡

し
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
の
新
政
が

始
ま
っ
た
直
後
の
こ
と
で
す
。
弥
平
入
道

正
秀
は
、こ
の
頃
に
は
鎌
倉
幕
府
を
倒
し
、

室
町
幕
府
を
開
い
た
足
利
尊
氏
の
配
下
と

し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
室
町
幕
府
の
成
立
後
、
将
軍
と

な
っ
た
尊
氏
と
そ
の
弟
・
直
義
の
間
で
内

紛
が
起
こ
り
、
両
者
の
間
で
抗
争
が
続
き

ま
す
（
観
応
の
擾
乱
）
が
、
こ
の
時
角
田

氏
は
直
義
派
に
属
し
、『
太
平
記
』
に
は
、

観
応
二
年
（
一
三
五
一
）、
備
中
国
の
合

戦
で
勝
利
し
た
尊
氏
派
の
武
将
・
高
師
泰

が
、
播
磨
国
（
兵
庫
県
西
部
）
へ
引
き
揚

げ
よ
う
と
し
ま
す
が
、
垪
和
氏
（
久
米
郡

の
武
士
団
）
と
角
田
氏
の
軍
勢
七
〇
〇
余

人
が
播
磨
と
美
作
の
国
境
の
杉
坂
峠
で
師

泰
を
討
と
う
と
待
ち
構
え
ま
す
。し
か
し
、

合
戦
に
勝
利
し
勢
い
づ
い
て
い
る
師
泰
の

配
下
、
河
津
・
高
橋
の
軍
勢
に
、
一
矢
も

射
る
こ
と
で
き
ず
蹴
散
ら
さ
れ
、
谷
底
に

落
と
さ
れ
て
一
人
も
残
ら
ず
討
た
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
角
田
氏
に
つ
い
て
は
、
応
永

二
十
七
年
（
一
四
二
〇
）
に
、
角
田
松
原

と
い
う
人
物
が
美
作
国
か
ら
熊
野
参
詣
を

す
る
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
角

田
氏
は
美
作
に
お
い
て
勢
力
を
保
持
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
室
町
幕
府
の
将
軍
直
属
の
家
来

（
奉
公
衆
）
を
編
成
し
た
名
簿
（
御
番
帳
）

を
見
る
と
、
永
享
以
来
御
番
帳
（
一
四
二

九
〜
）
に
角
田
弥
平
次
、
文
安
年
中
御
番

帳
（
一
四
四
四
〜
一
四
四
八
）
に
角
田
孫

平
次
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
室

町
幕
府
の
文
官
の
文
正
元
年（
一
四
六
六
）

の
日
記
に
も
、
将
軍
外
出
の
お
供
の
中
に

角
田
弥
平
次
の
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
弥

平
次
・
孫
平
次
も
鎌
倉
の
御
家
人
・
弥
平

治
の
子
孫
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
角
田
氏

は
美
作
国
内
よ
り
京
都
で
の
活
躍
が
主
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
戦
国
時
代
の
角
田
氏
に
関
す
る
美
作
の

史
料
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
地
で
活
躍

し
た
形
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
小

田
草
城
（
馬
場
）
を
拠
点
と
す
る
斎
藤
氏

が
、
薪
郷
の
土
地
や
税
金
を
家
来
に
与
え

る
こ
と
を
保
証
し
た
手
紙
が
存
在
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
薪
郷
の
支
配
権
も

失
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
の
将
軍
の
側

近
の
名
簿
に
は
角
田
采
女
正
藤
秀
と
い
う

名
が
あ
り
、
弥
平
入
道
正
秀
と
同
じ
「
秀
」

の
字
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
弥
平
治
の
子
孫

で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

こ
の
時
期
に
播
磨
・
備
前
・
美
作
に
勢
力

を
広
げ
て
い
た
大
名
・
浦
上
氏
の
家
臣
の

中
に
も
角
田
姓
の
者
が
数
名
い
ま
す
が
、

こ
ち
ら
も
美
作
の
角
田
氏
と
の
関
わ
り
は

不
明
で
す
。

　
た
だ
、「
郷
の
村
誌
」
に
よ
れ
ば
、
角

田
の
姓
を
刻
ん
だ
寛
永
二
十
一
年
（
一
六

四
四
）
の
自
然
石
の
供
養
碑
が
あ
っ
た
こ

と
が
書
か
れ
て
お
り
、
美
作
で
の
支
配
権

を
失
っ
た
後
も
角
田
一
族
は
江
戸
時
代
ま

で
薪
郷
に
存
続
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
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